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　多孔性rvfドロキ汀バ タ仆（HA ）顆粒間にて培養

された家兎大腿骨由来の細胞に よる骨組織

形成に つ いて前に報告した （日本解剖学会第

100回総会、 1995）．今回 ， 同培養系を用い，

骨組織形成と細胞および細胞間基質の立体構

築 との関連性に っ いて検討した．

【材料と力法】骨髄および骨膜を十分に除去

した家兎 （♂，2−3Kg ）大腿骨骨片か らout−

gruwth した細胞を二 次元または三次元的に配

列 された平均径 aOym の 多孔性 HA 顆粒 （S

TK セラミvク社）間にて 3週間培養 した 三次元

培養に は 0
°

−90
°

の種々 の 角度に傾斜させたガ

ラス管を用い，
一
部 の管は培養 1週間後よりそ

の長軸に対 し
一

日に 90
°
ゆ っ くりと回転させ

た．培養液は β
一
継 mp   3ph 蹴 と L！ asoorbic

aCid とを含む Eagle’s　MEM を用い た．

【結果および結論】三次元的に培養されたす

べ て の実験群において，HA 顆粒間に骨様組

織が形成され コ ラ
ーゲ ン繊維束の形成およ

び石灰化が von 　Kossa法および電顕下にて確

認された．一
方， 二次元培養においては細胞

間質の 形成は見 られるが 石灰化はほとん ど観

察されなか っ た． したが っ て ， 三次元構築さ

れた細胞間基質が石灰化に 関与するこ とが 示

唆された．

　 正 常ヒ ト甲状腺で は血液型関連抗原の 発現

は見 られ な い e しか し癌化に伴な っ て 、特に

乳頭癌では それ らは顕著に発現され るように

なる。これ ま で の 研究で 、こ こ で発現 され る

血 液型抗原は E・汐一G 感受性の 直鎖の部分を も

つ ポ リラ ク トサ ミ ン に 担われて い るこ とが明

らか とな っ て い る e 今回は さらにポ リラ ク ト

サ ミ ン を認識するい くつ か の 標識レクチン に

よる染色を Eメ望一G 処理を併用 し、その 構造の

解析をホ ル マ リン 固定 した数種 の甲状腺腫瘍

に つ い て 調べ た ．Suc−WGA，DSA，P嗣 な どはほ

ぼ全 て の 乳頭癌の 例で染色性が見 ちれた が 、

良性腫瘍や ロ 胞癌で も僅か では あるが 、染色

性が見 られ る場合 があ っ た 。LEA は乳頭癌の

み に特異的に 反応性が見 られ たが 、全て の 例

で 陽性とはならなか っ た 。PNH と LEAの 染色

性は E−B−G 処理 に より、失われ るかまたは著

しく減弱 した ．これ らの 結 果は 乳頭癌で発現

され るポ リラク トサ ミンは他の 甲状腺腫瘍と

は異な っ て お り、そ の 構造は複雑で 少な くと

も 3 種 、すなわち、直鎖で 糖鎖の短 い も の と

長い もの お よび高度に 枝分 かれ した もの を含

む こ とがわか っ た 。
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